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環
境
に
や
さ
し
い
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
実
現
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
10
年
間
、

｢

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム｣

を
設

置
す
る
方
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

■
対
象
者 

①
町
民
お
よ
び
町
民
に
な
る
予
定
の
方

で
、
新
築
ま
た
は
既
存
の
住
宅
に
「
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
す
る
方
、

も
し
く
は
同
シ
ス
テ
ム
が
敷
設
さ
れ
た

建
売
住
宅
（
新
築
に
限
る
）
を
購
入
す

る
方
で
、
本
人
お
よ
び
同
居
す
る
家
族

が
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。

※
シ
ス
テ
ム
設
置
後
２
年
間
、
そ
の
運
転
状

況
な
ど
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費

①
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
置
費

②
架
台
設
置
費

③
接
続
箱
設
置
費

④
直
流
側
開
閉
器
設
置
費

⑤
イ
ン
バ
ー
タ
設
置
費

⑥
保
護
装
置
設
置
費

⑦
発
生
電
力
量
計
設
置
費

⑧
余
剰
電
力
販
売
用
電
力
計
設
置
費

⑨
配
線
・
配
線
器
具
設
置
費

⑩
省
エ
ネ
ナ
ビ
設
置
費

⑪
そ
の
他
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
必
要

な
工
事
に
係
る
経
費

※
た
だ
し
、
住
宅
新
築
と
同
時
に
お
こ
な
う

場
合
、
経
費
の
区
分
が
明
確
で
あ
る
こ
と

■
補
助
金
額

①
太
陽
電
池
最
大
出
力
の
値
（
ｋ
ｗ
表
示
と

し
、
小
数
点
以
下
第
３
位
を
四
捨
五
入
）

に
４
８
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
額

②
補
助
金
の
額
の
上
限
は
21
万
円
（
補
助
金

の
算
出
額
に
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が

生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
）

■
申
請
方
法

①
申
請
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

②
提
出
書
類

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
町
税
・
使
用
料
等
納
入
状
況
調
査
承
諾
書

・
設
置
承
諾
書

※
借
地
・
借
家
の
場
合
の
み

■
申
請
・
問
合
わ
せ
先 

　

町
環
境
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
０　

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
耐
震
改

修
お
よ
び
老
朽
住
宅
の
解
体
工
事
に
よ
り

住
環
境
を
改
善
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者 

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
住
宅
を
所

有
し
て
お
り
、
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
解
体
工
事

に
つ
い
て
は
町
外
在
住
で
も
可
能
で
す
。 

■
対
象
工
事 

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
手
す
り
の
設
置

や
段
差
解
消
、
引
戸
へ
の
取
替
え
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
能
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
改
修
工
事
（
※
介
護
保
険
制
度
の

住
宅
改
修
と
の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
） 

②
耐
震
改
修
工
事 

耐
震
診
断
の
結
果
、「
耐
震
性
能
が
不

足
し
て
い
る
」
と
判
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

建
築
基
準
法
な
ど
に
適
合
す
る
よ
う
耐

震
改
修
す
る
工
事 

③
解
体
工
事 

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
老
朽
化
が
著
し

く
、
周
囲
の
景
観
な
ど
を
損
な
う
住
宅

の
解
体
工
事 

■
対
象
施
工
事
業
所 

町
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
ま
た
は
町

内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
所
で
、
と

も
に
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
事

業
所 

■
助
成
率 

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事　

 　

 　

 　

  

10
万
円
以
上
の
工
事
で
３
割
以
内

※
限
度
額
30
万
円 

②
耐
震
改
修
工
事 

50
万
円
以
上
の
工
事
で
２
割
以
内

※
限
度
額
50
万
円

③
解
体
工
事 

50
万
円
以
上
の
工
事
で
２
割
以
内

※
限
度
額
20
万
円

■
対
象
期
間

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
請
・
問
合
わ
せ
先 

　

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
３

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
設
置
補
助

「
人
に
や
さ
し
い
住
宅
」
助
成

　

町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
住
宅
を
対
象

と
し
た
２
つ
の
事
業
を
新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。

　

町
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、

活
力
あ
る
「
栗
山
力
」
を
充
実
さ
せ
る
「
人

に
や
さ
し
い
住
宅
助
成
事
業
」。

　

町
の
輝
き
を
高
め
、
低
炭
素
型
社
会
の
実

現
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
を

促
進
す
る
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
助
成
」。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
が
将
来
に
希
望
の
持
て

る
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【広告】【広告】
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「
栗
山
町
ま
ち
づ
く
り
１
０
０
人
委
員
会
」

（
尾
崎
政
春
委
員
長
）
は
、『
町
民
に
よ
る
町

民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
実
現
す
る
た

め
、
自
主
的
・
自
立
的
な
組
織
と
し
て
平
成

21
年
３
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
「
１
０
０
人
委
員
会
」
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
町
へ
の
提
言
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
に
４
項
目
（
指
定
管
理
者
制
度
の
町
民
理

解
、
ご
み
処
理
方
式
の
合
意
形
成
、
エ
コ
ビ

レ
ッ
ジ
湯
地
の
丘
の
販
売
促
進
、
町
営
バ
ス

の
運
行
）、
平
成
22
年
度
に
１
項
目
（
地
域

医
療
の
安
定
的
確
保
）
の
提
言
書
を
町
に
提

出
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
る
今
年
度
の
活
動
で
は
、
平

成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
な
ど
も
踏
ま
え
「
地
域
防
災
態
勢
の
構

築
」
を
提
言
テ
ー
マ
と
し
、
講
師
を
招
い
て

の
研
修
会
や
町
防
災
マ
ッ
プ
を
広
げ
て
の
議

論
な
ど
、
１
年
間
を
か
け
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
議
論
を
重
ね
た
結
果
が
「
震
災
へ
の

備
え
の
具
体
化
と
防
災
意
識
の
発
揚
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進
」
と
題
し
た
提
言
書
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
、
今
年
１
月
26
日
に
尾
崎

政
春
委
員
長
か
ら
椿
原
紀
昭
町
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

な
お
、町
か
ら
の
提
言
に
対
す
る
回
答
は
、

３
月
29
日
に
「
１
０
０
人
委
員
会
」
へ
回
答

し
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

住
民
参
加
に
よ
る  

ま
ち
づ
く
り

栗
山
町
ま
ち
づ
く
り

１
０
０
人
委
員
会

提
言
書

100 人委員会からの提言
町からの回答

項　　目 内　　容

避難所や広域避難場所

に関すること

民間の企業や団体との震災時における施設
利用（主にお寺や教会、ホテル、ＪＡ施設
など）に関する連携協定の締結を進めること

現在の避難所・広域避難場所は、地域の
実情と合致していない部分もあり、今後、
まちづくり協議会や町内会・自治会など
と協議しながら見直しを進めます。収容
人員の不足などがあれば、民間企業や団
体などとの連携を協議します。

防災情報の周知に関すること

洪水・地震マップをルーズリーフ式とし、
各町内会単位等で見開き状態にすること。
また、「我が家の防災計画」として各家庭
が自由に記入することができる欄を設ける
など日常的に目に止まるよう工夫すること

洪水・地震マップは、防災対策の見直し
を進めながら、新しく使いやすい形式で
作成します。防災意識を高めるため、各
家庭で必要なことが書き込めるなど工夫
したものとします。

要援護者への対応のあり方に

関すること

要援護者の把握とその実態に対応した援護
態勢の準備、要援護者向けの避難所や広域
避難場所のあり方を検討すること

要援護者の把握は、個人情報保護との兼
ね合いもありますが、地域との協力のも
と情報共有を検討します。また、福祉避
難所も協定締結に向け進めます。

防災意識の向上と防災マニュ

アルの策定に関すること

災害発生時に居た場所や季節に応じた防災
マニュアルの策定と小・中・高校における
防災体験施設の活用など実効性のある防災
学習を推進すること

場所、季節に応じた防災マニュアルの作
成に着手します。また、子どもたちにつ
いても、地域との協力のもと、防災体験
の機会を広げ、意識の高揚を図ります。

（尾崎委員長から提言書を受け取る椿原町長）

※「１００人委員会」からの提言内容および町からの回答内容の詳細については、広報４月号折込の「栗山町まちづくり　
　　１００人委員会だより」に掲載されておりますので、ぜひご覧ください。

１００人委員会の提言内容と町からの回答内容（抜粋）

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
〝

憲
法
”
⑥

くりやまの自治基本条例をつくる会 活動中!!
町民が考える自治基本条例づくりを目指して

Ｈ 24年度の「多様な町民参加手法」に向けたワークショップ学習会を開催！
　つくる会（高橋慎代表）では 3 月 9 日、13 回目となる全体会議を開催。今回は、千葉県流山市や東京都多摩市などで、
住民主体の自治基本条例策定を支援した（財）日本総合研究所主任研究員の今井邦人さん（神奈川県在住）を招き、「多様
な町民参加の機会づくり」をテーマにワークショップ学習会を開催しました。町民参加の手法に詳しい今井さんは「ワーク
ショップ手法の良さは、全然違う立場の人がいろいろな知恵を出し合えること」と話し、話題提供や対話の場の作り方、コ
ツなどを参加者に伝授しました。その後、町職員調査研究チームのメンバーなどを含めた 20 人が 4 班に分かれ意見交換を
開始。多様な町民参加に向け “ どんな人たちと…”、“ どのような問いかけ・議論を…” と意見を出し合いました。

調査・研究チーム 開催日 調査研究の内容

第１回会議 1 月 12 日 ◎町民・議会・行政の「情報共有のあり方」について
◎町の重要課題に対する町民参加機会の保障について

第２回会議 １月 26 日 ◎満 20 歳未満の子どものまちづくりへの参加について
◎コミュニティ（町内会・町民団体等）の役割などについて

第３回会議 2 月 9 日 ◎行政運営の仕組み（政策法務、行政手続、危機管理など）
◎他自治体などとの連携のあり方について

第４回会議 ２月 23 日 ◎住民投票制度について
◎町議会基本条例に基づく議会の役割・責務について

　「自治基本条例っていったい何？」ですよね。ざっくり言うと「栗山町の町民による、町
民のための自治体の理念であり、町政運営の基本方針みたいなもの」なのです。
　「それではなぜ必要なの？」、今は国と地方のあり方が以前と大きく変わってきていて、
国に頼るだけではなく、地方自治体がしっかりと自立していることが大事になってきてい
ます。町民、行政、議会が互いに役割分担をし、主体性を持って足りないところは協力し
合う、それが地方自治であり、そのためのまちの憲法のようなものが自治基本条例です。
　この条例に基づいて、おのおのが役割を果たしてこそ素晴らしい栗山町ができるのです。
栗山町民であることに誇りと責任を持って生きていくためにも、自治基本条例はなくては
ならないまちづくりの基本的なルールなのです。

調査・研究チーム　小林　弘和　 委員（桜丘２）

▲講師の今井氏より千葉県流山市などの先進事例紹介を受けて、今後進める幅広い町民参加の手法について議論

３つの作業チームを編成し、調査・研究のまとめと町民参加の方法を検討中。
　つくる会では、「町民参加検討チーム」、「調査・研究チーム」、「論点整理チーム」の３作業チームを編成し、昨年７月か
ら進めた学習・議論のまとめと、今年４月以降の幅広い町民参加の機会づくりについて検討しています。会議は月に１～２回。
仕事を終えた夜 18：30 から集まり議論を重ねています。今回は、「調査・研究チーム」の活動状況についてお知らせします。

くりやまの自治基本条例を “考える講演会” を開催します。

　町では、くりやまの自治基本条例をつくる会との共催により、広く町民の皆さんと自治基本条例の意義や必
要性を学ぶことを目的に講演会を開催します。今後の本格的な町民参加に向けたキックオフ事業です。自治基
本条例とは何か、ニセコ町・片山町長が解説します。詳細については、今月号の折込チラシをご覧ください。

【日　時】４月 11 日（水）　18：30 ～ 20：40
【場　所】カルチャープラザ ｢Eki」多目的ホール（１階）
【講　師】北海道ニセコ町長　片山　健也　氏
　 「情報共有と町民参加のまちづくり　～なぜ自治基本条例は必要か？～」
　　 ・町民との徹底した情報共有から、町民の参加によるまちづくへ
　　・自治基本条例の意義と策定プロセスについて
　　・ニセコ町における条例の理念にもとづく具体的な取り組みについて

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

全国初の条例制定のまち “ ニセコ町 ” の片山町長が、その意義を語る！
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②
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
扱
上
、
納
付
書
は
納
期

ご
と
に
一
枚
一
枚
分
か
れ
て
い
ま
す
。

※
ご
利
用
の
際
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
②
納

期
と
③
納
期
限
を
よ
く
お
確
か
め
の
上
、

必
要
な
納
付
書
だ
け
を
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納

付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
役
場
、
継
立

出
張
所
、
角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

町
内
各
金
融
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
用
バ
ー
コ
ー
ド

が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
納
付
書

●
１
枚
あ
た
り
30
万
円
を
超
え
る
納
付
書

●
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
（
町
税
は
、

納
期
限
の
20
日
後
ま
で
）

●
傷
や
汚
れ
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い

●
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
納
付
書

　

問
い
合
せ
：
町
税
金
対
策
室
☎
�
７
５
０
６

　
後期高齢者医療制度

  保 険 料 率 の 見 直 し に つ い て

34

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 世 帯 軽減割合

33 万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下） 9 割軽減

33 万円 8.5 割軽減

33 万円＋（24 万 5 千円×世帯主以外の被保険者数）
●単身世帯の方は、該当しません ５割軽減

33 万円＋（35 万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

　世帯の所得に応じて、次の４段階の軽減があります。

後期高齢者医療制度では、２年ごとに
保険料率を見直すこととなっています。
平成 24・25 年度の
新しい保険料率は、次のとおりです。

■保険料率が変わりました　～平成 24年度の保険料額は、7
・

月に個別にお知らせします！～

■保険料の軽減について　～次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます！～
※軽減の内容は、平成23年度までと
　変更ありません。

平成２４年度 対前年比

4,770 円 約 300 円増

7,156 円 約 500 円増

23,854 円 約 1,800 円増

38,167 円 約 2,800 円増

①均等割の軽減

平成 22・23 年度
○均

きん

等
とう

割
わり

（被保険者が等しく負担します） 44,192 円
（年額）

平成 24・25 年度
（年額）47,709 円

( ３，５１７円増 )

平成 22・23 年度
○所

しょ
得
とく

割
わり

（被保険者の所得に応じて負担します） 10.28％
平成 24・25 年度

10.61％
( ０．３３ポイント増 )

平成 22・23 年度
○賦

ふ

課
か

限
げん

度
ど

額
がく

（１年間の保険料の上限額）
50万円

平成 24・25 年度

55 万円
( ５万円増 )

◆　保険料の計算方法（平成 24年度）

均 等 割
【1 人当たりの額】

47,709 円

所 得 割
【被保険者本人の所得に応じた額】
( Ｈ 23年中の所得－33万円 ) × 10.61％

１年間の保険料
（100 円未満は切り捨て）

※年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

● 軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。　● 被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

　被保険者個人の所得で判定します。
　②所得割の軽減

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 方 軽減割合

所得から 33 万円を引いた額が 58 万円以下の方 5 割軽減

　この制度に加入したときに被用者保険（主に
サラリーマンの方が加入している健康保険）の
被扶養者だった方は、所得割はかからず、均等
割が９割軽減になります。

　③被用者保険の被扶養者だった方の軽減

均等割 ９割軽減（年額４，7００円）

所得割 かかりません

問い合わせ 　町税務課課税グループ☎� 7505
35

　

休
日
や
夜
間
な
ど
役
場
や
銀
行
の
窓
口
が

閉
ま
っ
て
い
て
も
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

振
込
手
数
料
も
掛
か
り
ま
せ
ん
の
で
、「
仕
事

で
忙
し
く
、
平
日
の
昼
間
に
納
め
る
時
間
が

な
い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

加
え
て
全
国
の
郵
便
局
窓
口
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
払
込
機
能
付
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
な
お
①
介
護
保
険
料
②
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
③
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
④
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
⑤
農
業
集
落
排
水
事

業
受
益
者
分
担
金
に
５
種
に
つ
い
て
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
使
え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の

納
付
書
と
い
く
つ
か
変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

①
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
字
し
て
い
ま
す
。

町
税
な
ど
が

　
コ
ン
ビ
ニ
で

　
　
納
め
ら
れ
ま
す
！

　

新
し
く
４
月
か
ら
上
下
水
道
料
に
加
え
、

町
税
や
各
種
使
用
料
な
ど
を
町
内
外
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

納
税
通
知
書
・
納
付
書
の
形
が

　

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
！

②
70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
の
方　
　

◆
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
病
院
・
薬
局
な
ど
で
提
示
す
る
も
の

　
「
保
険
証
」
と
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

③
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
課
税
世
帯
の
方

◆
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

　

事
前
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
病
院
・
薬
局
な
ど
で
提
示
す
る
も
の

　
「
保
険
証
」
と
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
以
前
に
交
付
さ
れ

た
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
に
つ
い
て
も

記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
ま
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
窓
口
で
提
示
さ
れ
な
い
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
窓
口
で
全
額
お
支
払
い
し
て
い
た

も
の
が
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
外
来
診
療
の
窓
口
で
一
定

額
以
上
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
高
額
療
養
費
の

　
　
　

取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

高
額
な
外
来
診
療
を

　
　
　
　
　
　

受
け
る
皆
さ
ま
へ

　　

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
一
カ

月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
以
上

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額

を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

限
度
額
を
超
え
る
分
は
、
窓
口
で
支
払
う

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
（
た
だ
し
同
一
の

医
療
機
関
に
限
り
ま
す
）。

①
70
歳
未
満
の
方

◆
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
申
請
が

必
要
で
す
。

◆
病
院
・
薬
局
な
ど
で
提
示
す
る
も
の

「
保
険
証
」
と
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

⇒

こ
れ
ま
で

４
月
１
日
か
ら

町
住
民
福
祉
課
住
民
保
険
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

①バーコード

③納期限

②納期

支払い種別

納付書のとり違いをなくし
正しく納めましょう！

⇒

⇒

⇒

⇒



く
、
ま
た
、
30
代
半
ば
か
ら
健
診
結
果
に
異

常
値
が
出
始
め
ま
す
。
健
康
へ
の
関
心
と
健

（
検
）
診
受
診
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
方
を

対
象
に
無
料
健

（検）
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

年
度
内
29
歳
・
34
歳
に
な
る
町
民
の
方

■
対
象
健
（
検
）
診

　

☆
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　

☆
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

※
対
象
者
の
方
へ
5
月
中
旬
頃
、
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
町
が

実
施
し
て
い
ま
す
任
意
予
防
接
種
の
う
ち
、

次
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
4
月
よ
り
対
象
年

齢
を
拡
大
し
ま
し
た
の

で
、
ま
だ
接
種
さ
れ
て

い
な
い
方
は
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

＊
各
種
健
（
検
）
診
・
予
防
接
種
等
保
健
事

業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
折
り
込
み
の

36

　　

人
の
体
の
状
態
は
常
に
変
化
し
ま
す
。
健

診
は
毎
年
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
年
度
よ
り
、「
2
年
連
続
受
診
で
3
年

目
は
無
料
」
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
継
続
し

て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

町
が
行
う
特
定
健
診
を
平
成
22
年
度
、
23
年

度
と
連
続
し
て
受
診
し
、
3
年
目
に
あ
た

る
本
年
度
受
診
さ
れ
る
方

＊
対
象
の
方
へ
4
月
下
旬
に
送
付
す
る
受
診

券
に
「
無
料
」
と
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
管
理
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
若
年
層
の
方
を
対
象

に
特
定
健
診
と
同
様
の
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
年
度
内

35
歳
か
ら
39
歳
の
方

※
対
象
の
方
へ
４
月
下
旬
ま
で
に
、
受
診
券

を
送
付
し
ま
す
。

　

20
代
は
、
健
診
を
受
診
す
る
機
会
が
少
な

予防接種の種類 変更前 変更後

ヒブ
生後 2 カ月から

3 歳未満
生後 2 カ月から

5 歳未満
小児肺炎球菌

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ �2256

　
　
健
（
検
）
診
を
受
け

　
　
　
　
　
健
康
な
生
活
！

　

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
～
74
歳
の
方
を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を
重

点
と
し
た
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め

と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
進
行
し
、
動
脈
硬
化
の
進
行
が
早
ま
り
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
命
に
か
か
わ
る
重
大

な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
国
の
目
標
受
診
率
は
65
％

で
す
が
、
栗
山
町
の
平
成
23
年
度
受
診
率
の

見
込
み
は
約
20
％
で
、
ま
だ
ま
だ
目
標
値
ま

で
と
ど
き
ま
せ
ん
。

　

年
に
一
度
、
健
診
を
受
け
て
ご
自
身
の
健

康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

2
年
連
続
受
診
で
3
年
目
は
無
料
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
健
診

35
歳
か
ら
39
歳
の
方
は

　
　
　
　
　

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
！

29
歳
と
34
歳
の
方
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
・
が
ん
検
診
が
な
ん
と
無
料
！

任
意
予
防
接
種
の

　
　
　
　

対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す
！

「
元
気
が
一
番
！
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

移
動
献
血
車
『
ひ
ま
わ
り
号
』 

が
お
伺
い
し

ま
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所　

４
月
27
日
㈮

・
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

・
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

正
午
～
午
後
１
時

・
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
継
立
出
張
所

　

午
後
１
時
25
分
～
２
時
25
分

・
栗
山
赤
十
字
病
院

　

午
後
２
時
40
分
～
４
時

　「
救
急
医
療
の
適
正
利
用
」
の
た
め
、
休
日

な
ど
の
安
易
な
受
診
は
控
え
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

①
「
夜
の
ほ
う
が
す
い
て
い
そ
う
だ
か
ら
」
は
、

止
め
ま
し
ょ
う
！
　

②
「
昼
間
は
仕
事
や
用
事
が
あ
る
か
ら
夜
に
行

く
」
は
、
止
め
ま
し
ょ
う
！
　

③
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
が
ま
ん
せ
ず
、
平
日

の
日
中
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

献
血
に
ご
協
力
を
！

安
易
な
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
！
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２
０
１
１
年
～
２
０
１
２
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
は
2
月
下
旬
か
ら
3
月
に
か
け
て
次
第

に
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
油
断
、

安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
年
、
5
月
～
6
月
に
も

小
さ
な
流
行
が
み
ら
れ
る
事
が
あ
る
か
ら
で
す
。

今
年
の
当
院
で
の
流
行
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

（１）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

こ
の
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
昨

年
の
新
型
も
含
み
、 

接
種
量
が
3
才
未
満
は
1
回

０
．
２
５
㎖
、
3
才
以
上
は
1
回
０
．
５
㎖
に
な

り
ま
し
た
。
当
院
で
は
昨
年
10
月
17
日
か
ら
今
年

1
月
末
ま
で
を
接
種
期
間
と
し
、
接
種
者
は
延
べ

２
０
１
１
人
に
な
り
ま
し
た
。
日
常
診
療
も
行
っ

て
い
る
た
め
接
種
時
間
に
制
約
が
あ
り
、
ご
希
望

通
り
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
も
い
ら
し
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
10
月
時
点
で
は
ま
だ
早
い
？

と
思
わ
れ
た
の
か
、
開
始
後
し
ば
ら
く
は
接
種
さ

れ
る
方
は
少
な
く
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
急

に
多
く
な
り
ま
し
た
。

（２）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
傾
向

　

今
年
は
Ｂ
型
の
流
行
が
早
い
時
期
に
始
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
12
月
1
日
か
ら
今
年
の
3

月
10
日
ま
で
の
当
院
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

診
断
例
は
５
６
０
人 

。 

例
年
と
変
わ
っ
て

今
年
は
Ｂ
型
が
Ａ
型
を
上
回
り
ま
し
た
。
発

症
者
の
う
ち
ワ
ク
チ
ン
を
1
回
接
種
さ
れ
た

人
は
72
人
、
2
回
接
種
は
１
８
０
人
、
未
接

種
例
は
３
０
６
人
、

不
明
は
2
人
で
し
た 

(

下
図
１)

。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
判
定
は
難
し
い

課
題
で
す
が
、
や
は

り
未
接
種
の
方
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症

が
多
い
よ
う
に
思
え

ま
し
た
。 

発
症
者
の

年
齢
分
布
は
次
の
通

り
で
し
た
。(

左
図

２)

。

　

月
別
で
は
２
月
に
４
５
０
名
と
集
中
し
ま

し
た 

。
再
感
染
し
た
症
例
は
11
例
で
、
2

週
間
程
度
の
短
い
期
間
に
、
Ａ
型
か
ら
Ｂ
型

健康のコラム

health columu

こ
の
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
振
り
返
る  

　
　
　
　
　
　

~

ち
ょ
っ
と
早
い
か
？

にしみこどもクリニック院長

へ
再
感
染
し
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ａ
型
、
Ｂ
型
と
も
症
状
に
は
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
急
な
高
熱
で
、
ぐ
っ

た
り
、
身
体
の
節
々
が
痛
い
な
ど
の
全
身
倦け

ん

怠た
い

感
、
ほ
っ
ぺ
が
紅
く
な
る
、
食
欲
が
な
い
な
ど

で
来
院
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
そ
れ
ほ
ど
高
熱
で
は
な
く
て
、
見
た
目

に
は
ま
だ
元
気
そ
う
だ
け
ど
検
査
す
る
と
反
応

が
出
る
例
も
あ
り
ま
し
た
。
感
染
へ
の
関
心
が

高
く
な
っ
た
こ
と
が
早
期
に
診
断
さ
れ
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
脳
炎
・
脳
症
や
重

じ
ゅ
う

篤と
く

な
肺
炎
な
ど
の

症
状
は
、
今
年
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（３）
安
静
と
、
栄
養
・
水
分
補
給
、
そ
し
て
〝
薬
〟

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
そ
の
人
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
へ
の
影
響
も
強
い
も
の
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
予
防
接
種
が
あ

り
、
診
断
の
助
け
と
し
て
の
迅じ

ん

速そ
く

検
査
や
各
種

治
療
薬
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
ウ
イ
ル
ス
対

応
策
が
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
大

き
な
流
行
が
起
こ
り
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

そ
の
理
由
は
ウ
イ
ル
ス
も
生
き
て
い
く
た
め
に

薬
に
負
け
な
い
「
耐
性
」
と
い
う
対
策
を
と
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
の
戦
い
は
人
類
が
生
ま
れ

て
以
来
、
果
て
し
な
く
続
い
て
い
る
も
の
で
す

が
、
そ
の
歴
史
の
中
で
人
類
は
自
分
の
身
体
の

中
に
「
免
疫
」
と
い
う
対
応
策
を
構
築
し
て
ウ

イ
ル
ス
と
戦
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
免
疫
」

の
力
は
日
常
の
生
活
の
中
で
は
実
感
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
確
か
に
働
い
て
お
り
、
そ
の
お

陰
で
私
た
ち
は
生
存
し
て
い
る
の
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
「
免
疫
」

機
構
が
働
き
、
病
気
を
治
そ
う
と
し
ま
す
。
治

療
薬
は
こ
の
働
き
を
助
け
る
も
の
で
、
け
っ
し

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

西
にし

見
み

　寿
とし

博
ひろ

　

て
薬
で
完
全
に
治
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染

し
た
と
感
じ
る
の
は
、
自
分
の
身
体
の
中
が
い
つ

も
と
違
う
状
態
を
認
識
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
身

体
が
戦
い
始
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
身
体
の

戦
い
の
一
つ
が
「
熱
が
出
る
」
と
い
う
状
態
で
す
。

　

罹か
か

っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
「
安
静
」
が

大
切
で
す
。
無
理
せ
ず
ゆ
っ
く
り
休
み
、
水
分
を

補
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
初
期
は
高
熱
で
、
喉
や
関
節
の
痛
み
が
強
く
、

眠
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
そ
ん
な
と
き
は
薬
で
少
し

熱
を
下
げ
て
あ
げ
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

第
１
に
「
安
静
」、第
２
に
「
栄
養
・
水
分
補
給
」、

そ
し
て
３
番
目
に
「
薬
」
と
い
う
の
が
ウ
イ
ル
ス

感
染
へ
の
基
本
的
な
対
応
で
す
。

（４）
医
者
は
休
め
と
言
う
け
れ
ど
…

　

現
代
社
会
は
何
か
と
慌あ

わ
た
だ
し
く
、

私
た
ち
は
無
理
を
し
が
ち
で
す
。
薬
を
使
っ
て
ウ

イ
ル
ス
を
な
く
そ
う
と
し
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ウ

イ
ル
ス
を
根
絶
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
な
こ
と

で
す
。 

良
い
薬
が
で
き
て
も
い
ず
れ
耐
性
菌
が
出

現
し
て
き
ま
す
。 

私
た
ち
が
「
油
断
」
す
る
と
す

ぐ
に
力
を
盛
り
返
し
、
流
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
ウ
イ
ル
ス
と
は
「
戦
い
」
で
は
な
く

「
共
存
」
す
る
と
い
う
心
構
え
が
必
要
で
す
。
日
頃

か
ら
体
力
や
気
力
を
充
実
・
維
持
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
の
基
本
は
、
古
く

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
手
洗
い
・
う
が
い
」

で
あ
り
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
で
す
。
今

で
は
朝
食
を
き
ち
ん
と
摂と

れ
て
い
る
の
？
と
心
配

に
な
る
子
ど
も
た
ち
を
時
々
見
か
け
る
ほ
ど
で
す
。

　　

少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
新
学
期
を
迎

え
、
み
ん
な
が
新
し
い
気
持
ち
に
な
る
時
期
で
す
。

　

今
年
も
病
気
な
ど
に
負
け
ず
、
希
望
に
満
ち
た

健
康
な
日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【図１  ワクチン接種回数ごとの発症数】

0 50 100 150 200
70 ～ 80 才
60 ～ 70 才
50 ～ 60 才
40 ～ 50 才
30 ～ 40 才
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９～ 10 才
８～９才
７～８才
６～７才
５～６才
４～５才
３～４才
２～３才
１～２才

0.5 才 ~1 才
【図２  年齢ごとの発症数】
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▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

平
成
25
年
度
ま
で
の
事
業
と
し
て
、
農
業
体

質
強
化
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

2
億
３
５
０
３
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

77
億
４
４
６
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
除
雪
対
策
費
６
０
６
９
万
７
千

円
や
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
工
事

2
億
８
６
５
６
万
円
の
追
加
の
ほ
か
、
各
事

業
費
の
確
定
に
よ
る
減
額
な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

４
８
３
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
18
億
3

１
０
１
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
共
同
事
業
拠
出
金
な
ど
の
確
定
見
込

に
よ
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

２
３
４
万
円
を
減
額
し
、
総
額
10
億
４
８
０

５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
委

託
料
・
工
事
請
負
費
や
長
期
債
償
還
利
子
の

減
額
な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
農
業
集
落
排
水
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２
３
４
万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
１
億
５

３
２
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容

議

案

第 2回栗山町議会定例会において

次の議案が審議されました。　　

　　　　　　　（３月 1日招集）

は
、
長
期
債
償
還
元
金
お
よ
び
利
子
の
減
額

な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

92
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
４
４
８

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
施

設
用
燃
料
費
や
共
済
組
合
負
担
金
の
追
加

な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

２
０
９
４
万
２
千
円
を
減
額
し
、
総
額

13
億
１
７
６
７
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
減

額
な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

３
４
６
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
７

４
６
６
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
確
定
に

よ
る
追
加
な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
入
に
１
１
２
２
万
９
千
円
を
追

加
し
、
収
入
総
額
４
億
３
０
６
６
万
８
千

円
、
資
本
的
収
入
か
ら
１
０
２
９
万
１
千
円

を
減
額
し
、
収
入
総
額
４
１
９
０
万
２
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

平
成
24
年
度
予
算
に
か
か
る
主
要
事
業
の

追
加
15
件
、
事
業
期
間
の
変
更
6
件
、
名
称

変
更
1
件
、
政
策
項
目
の
変
更
１
件
で
平
成

24
年
度
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

審
議
さ
れ
、
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
予
算
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
北
海
道
介
護

福
祉
学
校
特
別
会
計
予
算
、
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
、
水
道
事
業
会
計
予
算
、
下
水
道
事
業
会

計
予
算

以
上
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
各
会
計
予

算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
本
会
議

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
営
バ
ス
運
行
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
滝
下
線
お
よ
び

日
出
線
の
２
路
線
を
デ
マ
ン
ト
（
予
約
お
迎

え
）
方
式
と
し
、
継
立
線
な
ど
４
路
線
に
つ

い
て
も
運
行
形
態
の
見
直
し
を
行
う
も
の

で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
栗
山
町

職
員
の
通
勤
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
職
員
給
与
の
削
減

項
目
の
う
ち
、
住
居
手
当
、
管
理
職
手
当
お

よ
び
通
勤
手
当
の
削
減
期
間
を
１
年
間
延

長
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
震
災
復
興
財
源
確
保
の
た
め
地
方
税
法
の

改
正
に
伴
い
、
た
ば
こ
税
の
税
率
な
ど
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。

議会の動き

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
土
地
開
発
公
社
予
算

の
報
告
に
つ
い
て

▼
平
成
24
年
度
一
般
財
団
法
人
栗
山
町
農
業

振
興
公
社
事
業
計
画
の
報
告
に
つ
い
て

▼
第
３
次
栗
山
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
・
障

が
い
福
祉
計
画
に
つ
い
て

▼
医
療
計
画
、
２
次
医
療
圏
の
基
準
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書

　

本
件
は
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁
へ
提
出
さ
れ

ま
す
。
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▼
栗
山
町
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

２
階
研
修
室
Ａ
に
冷
房
設
備
を
完
備
し
た

こ
と
か
ら
、
新
た
に
冷
房
料
金
を
徴
収
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
で
す

▼
栗
山
町
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
24
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
角
田
保
育

所
が
閉
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、
４
月
１
日
以

降
、
ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ
を
角
田
小
学
校

に
移
動
し
、
引
き
続
き
実
施
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

▼
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
及
び
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
知
的
障
害
児

通
園
施
設
な
ど
の
通
所
に
よ
る
支
援
を
行

う
施
設
が
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一

元
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

平
成
26
年
度
ま
で
の
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
見
直
し
、
お
よ
び
介
護
保
険
料

の
改
定
を
行
う
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

公
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
の
う
ち
、
法
改
正

に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
同
居
親
族
要
件
お
よ

お
よ
び
単
身
者
の
入
居
要
件
を
、
引
き
続

き
維
持
す
る
た
め
新
た
に
規
定
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
農
業
振
興
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
に
よ
る

基
金
を
事
業
化
し
、
低
コ
ス
ト
ほ
場
整
備

支
援
事
業
な
ど
合
計
17
事
業
に
利
息
を
含

む
基
金
全
額
を
充
当
し
た
こ
と
か
ら
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
農
業
情
報
シ
ス
テ
ム
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

平
成
４
年
度
に
農
家
各
戸
に
整
備
し
た
多

機
能
フ
ァ
ッ
ク
ス
機
器
、
気
象
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
施
設
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

事
務
を
共
同
処
理
す
る
団
体
の
変
更
に
伴

い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
第
５
期
栗
山
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

老
人
福
祉
法
お
よ
び
介
護
保
険
法
に
基
づ

き
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
業
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
人
栗
山
ゆ
り
の
会
に
貸
し
付

け
し
て
い
る
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

▼
町
道
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ
い
て

共
和
中
里
線
な
ど
５
路
線
を
新
た
に
認
定

し
、
雨
煙
別
本
線
な
ど
３
路
線
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、新
井
房
澄
氏
（
朝
日
３
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
業
務

を
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室
か
ら
住
民
福
祉

課
へ
変
更
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

報

告

意
見
書

どなたでも傍聴できます

農業委員会
「平成 24年度総会」

のお知らせ
▼平成 24年度総会開催日
月 総会日 時間 場所
4 月 26 日㈭ 9：30 ～

役場新庁舎

3階

第 1会議室

5月 30 日㈬ 9：30 ～
6月 28 日㈭ 9：30 ～
7月 30 日㈪ 9：30 ～
8月 30 日㈭ 9：30 ～
9月 27 日㈭ 9：30 ～
10 月 30 日㈫ 9：30 ～
11 月 29 日㈭ 9：30 ～
12 月 27 日㈭ 15：00 ～
1月 30 日㈬ 15：00 ～
2月 27 日㈬ 9：30 ～
3月 28 日㈭ 9：30 ～

【問い合わせ】
町農業委員会事務局　☎�7518



事 務 局

衣
事務局長

川　秀敏

森
主査

　　英幸・向中野麻里子議 会

事 務 局

鈴
事務局長

木　利一

西村　敬美・金丸　大輔農 業 委 員 会

山
書記長（併任）

本　信二選挙管理委員会

山
書記（併任）

本　信二監 査 委 員

事 務 局

花
事務局長

田　正博

土 地 開 発 公 社
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森
副校長（教務課長兼務）

脇　　宏

学 校 教 育 Ｇ

吉
統括

川　道也・名
主査

内　　隆・幅田喜代美・太田　淳司・白土　真弓

事 務 局

水
教育次長

上　州洋

社 会 教 育 Ｇ

稲
統括

実妃都美・大
主査

畠　政勝・古
主査

田　敏幸・中林　晴恵・黒田みつる
荒山　美幸・進藤美智子・越前谷孝行・石川　　純

久保　智哉・森下　祐作・原田　恭兵
図 書 館

土
館長（嘱託）

井　道子

事 務 局

鈴木　敦子・藤田　秀剛・谷内　克敏・神谷　寿恵・田
（新採用）

中　裕子北海道介護福祉学校

初
校長（嘱託）

山　清仁

教 務 課

上
主査

島　宣和・辻　めぐみ

山
事務局長

代　賢治

教 育 委 員 会

教

育

長

鈴
木　

紀
元

平成 24 年 4 月 1 日現在

上
参与

野　政則

　南空知消防組合職員配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 24 年 4 月 1 日現在

≪消 防 本 部≫

【退　職】

芦田　俊之

道
主幹

下　勝美

消 防 課 総 務 係

消 防 団 係

藤
係長（第1消防隊長）

森　信也

酒
係長

井　直樹

警 防 係 桐
係長（第2消防隊長）

越　浩志

生 活 安 全 課

三
課長

田　文彦

服
課長

部　伸一

救急救助係 皆
係長

川　　隆

予 防 係

生活指導係

長
係長

嶋　　崇

脇
係長

島　　忠
冨
主任

澤　隆志

藤井　英樹・五十嵐宏史

大田　泰暢・堀　　佑輔

鈴木　　大・宮坂　貴史

増井　聖也・松村　和人

吉
（新採用）

田　直人

大谷　　優・田村　亮太

永杉　竜児・倉島　　誠

古野　修司・榎本　　功

総 務 係

中
係長

山　和志

総 務 課

岡
課長

山　　隆 財 政 係

斉
係長

藤　敏文

職 員 係 難
係長

波　昌志

予 防 係警 防 課

警 防 係板
課長

東　晴彦

中
係長

谷　鉄也

道
係長（兼務）

下　勝美

仁木　雅浩

消 防 長

富澤　龍男

署 長

得地　康則

≪消 防 署≫

【スタッフ】

永
係長

坂　孝弘

梅
主査

津　茂治

【退　職】

佐藤　順子
片平　　均

町

長

椿
原　

紀
昭

副

町

長

岩
田　

美
春

出 納 室 松
主査

田とも子・後藤　美雪

松
会計管理者兼室長

本　俊哉

税 金 対 策 室

松
室長

田　孝之

中
主査

野　和広・谷内　尚樹・長澤　　融

継 立 出 張 所

清
所長

水　一徳

農 業 振 興 Ｇ産 業 振 興 課

坂
課長

口　昇一

福
統括（兼務）

田　伸明・杉
主査

本　整昭・野
主査

原　　修・田
主査

﨑　　剛・山本　幸子
武岡　真吾

総 務 管 理 Ｇ

西
統括

田　達也・平
主査

田　法雄・榊　　貴光・向中野宏樹・柴
（新採用）

田　真嗣

建 設 水 道 課

片
課長

山　伸治

技 術 Ｇ

青
統括（兼務）

山　建一・谷
主査

口　良之・本
主査

田　　徹・笠間　　朗・山本　　諭
仁木　美樹

今
主幹（上下水道担当）

　　政樹

上 下 水 道 Ｇ 永
統括

坂　孝光・小
主査

南　治朗・橋
主査

元　幸士・小笠原　裕・伊藤あづさ

くりやまブランド推進室

花
室長

田　正博

桑
統括

島　克典・丸山　友也・三木　貴光・吉村　　航・橋
（新採用）

本　悠希
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総 務 Ｇ

藤
統括

沢　祐之・木
主査

地　周一・渡辺　　暁

総 務 課

山
課長

本　信二

広報 ・ 情報Ｇ

宮
統括

本　孝之・杉
主査

本　伸二・伊
主査

藤　照美・平
主査

野　敬太

高
主幹（防災担当）

間　嘉之

地 域 政 策 Ｇ

橋
統括

場　謙吾・石森　和幸・高野瀬大和・松川　公人

経 営 企 画 課

佐
課長

々木　学 行 政 経 営 Ｇ

篠
統括

田　孝義・鈴
主査

木美代子・三
（南空知ふるさと市町村圏組合派遣）

田　和江・石川さと美・出南　　力

三
主幹（地域政策担当）

浦　　匠

課 税 Ｇ税 務 課

千
課長

葉　清己

坂
統括

井　　諭・高
主査

田　宏明・木地　由枝・高野瀬真弓・武田　達成
佐藤　裕介

住民 ・ 国保Ｇ

青
統括

山　郁子・松
主査

岡登美江・生
主査（社会福祉協議会派遣）

駒　孝志・高橋　真弓・名内　倫子

住 民 福 祉 課

近
課長（兼児童センター長）

藤　光弘

福祉・子育てＧ

笹
統括

木真由美・酒
主査

井　文恵・高
主査

間　理香
木戸　知美・坂口　潤子・辻　由紀江・大平千恵子

室永　栄子

南部　聖人・金丸　佳代・上
（兼務）

西　洵子

岡
統括（兼務）

田　三郎・十
主査

河　真弓・高
主査

橋利志意・荒井　理恵・河合　優香

石丸　恵理・初田　千恵・上西　洵子・ 樋
（新採用）

口しほみ

秦野加寿彦

環 境 対 策 Ｇ

岩
統括

渕　　一・工
主査

藤　憲文

環 境 生 活 課

住
課長

友　　茂 生 活 安 全 Ｇ

花
統括

田　勝巳・中川　圭太

大
参与（環境衛生担当）

西　宏幸

福
参与

田　伸明

青
参与

山　建一

町職員の配置

（子育て支援センター）

（継立保育所）

岡
主査

山美智子・宮
主査

林　葉月・大
（新採用）

館　徳子

石
主査

掛　春美・川
主査

股由紀子・湯浅真理子・鈴木しのぶ・仁平　竜太

小
統括

野寺さゆり・中
主査

野　真里・樋
主査

渡　哲也・山森　晶子・荻野　智鶴

主幹（高齢者・介護担当）

小
室長

野　　司

地域医療・保健対策室

金子　　宏

北
（内閣府へ派遣）

野　泰教・澤
（北海道へ派遣）

田　康文

岡
参与

田　三郎

主幹（地域医療担当  北海道より派遣）

主幹（住民・国保担当）

上明戸琴絵・荒
（兼務）

井　理恵・大場　千鶴・月輪　淳紹

通 信 係

小
主任

林　貴広

高
主査

松　　徹

高齢者・介護Ｇ



学校職員の異動　４月１日付北海道教育委員会発令

【転　入】（　）内は前任校
　■校長
　　継立小　庄野　澄江（妹背牛：妹背牛小）
　　継立中　木村　尚之（岩見沢：光陵中）
　■教頭
　　栗山小　岩田　克範（岩見沢：第一小）
　■教諭　
　　栗山小　鈴木　通子（再任用）　
　　　　　　斎藤　正樹（南幌：再任用任期更新）　
　　　　　　桜井　寿人（岩見沢：南小）
　　　　　　片岡　啓充（岩見沢：志文小）
　　　　　　菅原　真弓（夕張：ゆうばり小）
　　　　　　鳴海　洋之（岩見沢：美園小）
　　角田小　中西　寛嗣（岩見沢：美園小）
　　継立小　玉田　　恵（岩見沢：中央小）
　　栗山中　松本　浩幸（南幌：南幌中）
　　　　　　平井　数矢（美唄：美唄中）
　　　　　　有坂　隆之（南幌：南幌中）
　　　　　　渋谷　慎治（美唄：美唄中）　
　　　　　　今野　信彦（夕張：夕張中）　
　　　　　　宮崎　里佳（岩見沢：美流渡中）
　　　　　　歌代　敏久（美唄：美唄中）
　　継立中　堀　　文彦（岩見沢：光陵中）
　■事務職員
　　栗山小　能登　　進（長沼：北長沼小）
　　角田小　中村修太朗（栗山：栗山小）

【転　出】（　）内は新任校
　■校長
　　継立小　奥村　昌利（岩見沢：第二小）
　　継立中　伊藤　祐輔（赤平：豊里小）
　■教頭
　　栗山小　高橋　　信（深川：多度志中）
　■教諭
　　栗山小　鈴木　通子（定年退職）　
　　　　　　大類　章彦（岩見沢：東小）
　　　　　　杉浦　友昭（由仁：三川小）
　　　　　　中泉　政範（三笠：三笠小）
　　　　　　大﨑　竜一（岩見沢：美園小）
　　　　　　生田　直弘（岩見沢：幌向小）
　　　　　　木下　佳江（夕張：ゆうばり小）
　　　　　　森山　圭吾（石狩：花川南小）
　　角田小　伏田　祐和（岩見沢：メープル小）
　　　　　　富石　由華（岩見沢：第一小）
　　継立小　多谷ゆう子（南幌：南幌小）
　　栗山中　川津　昭典（定年退職）　
　　　　　　佐藤みどり（定年退職）　
　　　　　　加藤　範子（三笠：三笠中）
　　　　　　池亀　浩二（長沼：南長沼中）
　　　　　　井上　大輔（岩見沢：東光中）
　　　　　　木村　直純（岩見沢：栗沢中）
　　　　　　村上　美華（岩見沢：美流渡中）
　　　　　　木村　美保（美唄：南美唄中）　
　　継立中　藤田　浩司（岩見沢：清園中）
　■養護教諭　
　　栗山小　小山さち子（定年退職）　
　■事務職員
　　角田小　西　　千秋（長沼：北長沼小）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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春
の
火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

○
期　

間

　

４
月
20
日
㈮
～
30
日
㈪

○
統
一
標
語

　
「
消
し
た
は
ず  

決
め
つ
け
な
い
で  

も
う
一
度
」

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
率
調
査　

　
　
　
　
　
　
　

戸
別
訪
問
を
実
施
し
ま
す

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減
を
図
る

た
め
、
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て

の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
で
は
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

未
設
置
住
宅
へ
の
設
置
を
粘
り
強
く
働
き

か
け
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
配
布
な
ど
火

災
予
防
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各

家
庭
の
設
置
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

○
期　

間

　

平
成
24
年
４
月
～

○
調
査
員

　

消
防
職
員
、
消
防
団
員
、
消
防
嘱
託
職
員

＊
調
査
員
は
身
分
証
明
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

販
売
を
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪

問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
◇

　

消
防
署
生
活
安
全
課
予
防
係　

☎
�
０
１
５
０
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　
【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

4
月
10
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

親
子
あ
そ
び

対　

象　

０
歳
～
１
歳
５
カ
月
児
と
そ
の

保
護
者

　
【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

4
月
24
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

親
子
あ
そ
び（
プ
レ
イ
バ
ル
ー
ン
）

対　

象　

１
歳
半
～
就
学
前
ま
で
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

　
【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日　

時　

4
月
20
日
㈮

午
前
11
時
～
正
午　

内　

容　

栄
養
相
談
・
試
食 

※
希
望
さ
れ

る
方
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
試

食
作
り
（
要
予
約
）

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
【
子
育
て
講
座
】

日　

時　

4
月
27
日
㈮

午
前
11
時
～
11
時
30
分

内　

容　

絵
本
の
紹
介
・
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
　
　
　

※
事
前
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日　

時　

4
月
5
日
㈭
・
19
日
㈭

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

5
日　

自
己
紹
介
カ
ー
ド
作
り
（
親

子
ま
た
は
子
ど
も
の
写
真
を
持
参
）

　
　
　
　

19
日　

ホ
ー
ル
あ
そ
び
・
会
食

場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
【
土
曜
開
放
】

日　

時　

4
月
28
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

内　

容　

遊
戯
室
遊
び
・　

絵
本
読
み
聞

か
せ

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

４
月
の

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
4
月
よ
り

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
1
時
～
3

時
の
開
放
と
な
り
ま
す
。
尚
、
毎
週

木
曜
日
は
正
午
～
午
後
1
時
の
開
放

も
行
い
ま
す
。

お子さんを預かります。
急な用事やお仕事、リフレッシュなど、困ったときに

就学前小学生
【栗山いちい保育園一時保育】

　◆申し込みは　☎ 72-1572

【栗山めぐみ幼稚園一時保育】
　◆申込みは　☎ 72-4914、72-1459

【栗山・角田・継立地区各児童クラブ】
　◆申し込みは
　　児童センター　☎ 72-0801
　　継立児童クラブ　☎ 75-2032
　　町住民福祉課 住民福祉グループ　☎ 73-2222

1 歳から

2 歳から

1 年～ 6 年生

場所
栗山～児童センター内
角田～角田小学校内
継立～継立保育所内

開設時間

学校のある日
　放課後～ 18：30
学校のない日
　8：00 ～ 18：30

利用料
（保険料別途）

5 時間未満 300 円
5 時間以上 500 円

開設時間 8：00 ～ 18：00
月曜～土曜日 ( 祝祭日を除く )

利用料
（給食費別途）

3 歳未満 1 時間 300 円
3 歳以上 1 時間 250 円

開設時間 7：30 ～ 19：00
月曜～土曜日 ( 祝祭日を除く )

利用料
（給食費別途） 1 時間 300 円

４
月
よ
り
、
役
場
か
ら
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
児
童
セ
ン
タ
ー
2
階
）
に
お

引
越
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ね
。

☎
０
９
０
‐
９
５
２
１
‐
４
８
５
１

月
曜
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
の
ぞ
く
）

『
子
ど
も
・
子
育
て
心
の
相

談
室
』
が
お
引
越
し

相談員 大館徳子



・商品広告の画面や取引の履歴は印刷物や電子情報で保存する。
・返品できる条件や、利用規約、店舗の住所、電話番号などの

連絡先が表示されているか確認する。
・注文完了前に表示される確認画面で注文内容を確認する。
・『商品が届かない』トラブルを避けるには、着払いや後払いが

有効。

生活と環境
みんなで守ろう美しいまち
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４月 22日（日）午前７時から
全町一斉清掃

■
日　

時

　

4
月
22
日
㈰  

午
前
7
時
～

※
午
前
6
時
45
分
に
打
ち
上
げ
花
火
で
合

図
し
ま
す
（
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
）。

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
・
自
治
会
経
由

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
、
大
阪
地
裁
で
、
自
転・

車
が
安
全
確

認
を
せ
ず
国
道
を
横
断
し
た
こ
と
が
自
動

車
に
よ
る
死
亡
事
故
を
誘
発
し
た
と
し
て

〝
自
転・

車
の
運
転
者
に
実
刑
判
決
〟
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
自
転
車
運
転
の

マ
ナ
ー
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
春
か
ら
自
転
車

の
ル
ー
ル
違
反
に
対
し
指
導
が
強
化
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
前
に
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１
道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽
車
両
と

位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

車
道
通
行
が
原
則
に
な
り
ま
す

　

た
だ
し
、
例
外
と
し
て
次
の
場
合
は
歩

道
を
通
行
で
き
ま
す
。

①
道
路
標
識
な
ど
で
指
定
さ
れ
た
場
合

②
運
転
者
が
13
歳
未
満
の
子
ど
も
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の

場
合

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
見
て
や

む
を
得
な
い
場
合

２
自
転
車
は
車
道
の
左
側
に
寄
っ
て
通
行

春
の
全
町
一
斉
清
掃

【問い合わせ】　町環境生活課　
環境対策グループ☎� 7511
生活安全グループ☎� 7510

自
転
車
の
ル
ー
ル
違
反
に
対
し

　
　
　
指
導
が
強
化
さ
れ
ま
す

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
右
側
通
行
は

禁
止
で
す
）

　

自
転
車
は
、
歩
行
者
の
通
行
に
大
き
な
妨

さ
ま
た

げ
と
な
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
路
側
帯
を
通

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法

で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自
転
車
は
車
道

寄
り
を
徐
行

　

自
転
車
が
歩
道
を
通
行
す
る
場
合
は
、
車

道
寄
り
の
部
分
を
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
よ
う
な
場

合
は
、一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

①
飲
酒
運
転
は
禁
止

②
二
人
乗
り
は
禁
止

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

④
信
号
を
守
る

⑤
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確
認

⑥
傘
を
さ
し
な
が
ら
、
ま
た
は
携
帯
電
話
を

使
用
し
な
が
ら
の
運
転
は
禁
止

⑦
「
並
進
可
」
標
識
の
あ
る
場
所
以
外
で
は
、

並
進
は
禁
止

５
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

保
護
者
は
、
児
童
・
幼
児
を
自
転
車
に
乗

用
さ
せ
る
と
き
は
、
乗
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

６
自
転
車
に
乗
る
前
に
点
検
し
ま
し
ょ
う

　

ブ
レ
ー
キ
・
ラ
イ
ト
・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

な
ど
乗
る
前
に
は
、必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■
野
犬
掃
と
う
を
実
施
し
ま
す
！

　

放
し
飼
い
の
犬
は
、
野
犬
と
み
な
し
捕
獲

処
分
し
ま
す
の
で
放
し
飼
い
さ
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

期　

間　

4
月
1
日
㈰
～
9
月
30
日
㈰

　

場　

所　

町
内
全
域

■
堆
肥
「
栗く

り

肥ぴ

土っ
ど

」
春
の
特
別
販
売

　

日　

時　

4
月
14
日
㈯
、
28
日
㈯　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場　

所　

町
役
場
車
庫
前

　

価　

格　

10
㎏
袋　

３
０
０
円

『
三
角
コ
ー
ナ
ー
用
ご
み
袋
（
穴
あ
き
）』

　
　
　
　
　
　
　
　

製
造
中
止
の
お
知
ら
せ

　

町
推
奨
の「
三
角
コ
ー
ナ
ー
用
ご
み
袋（
穴

あ
き
）」
は
、
製
造
枚
数
の
少
な
さ
や
原
料

確
保
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
生
産
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
あ
る

在
庫
分
だ
け
で
販
売
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
推
奨
「
三
角
コ
ー
ナ
ー
用
ご
み
袋
（
穴

無
し
）」
は
、
生
ご
み
指
定
袋
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
穴
を

開
け
て
使
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
市
販
さ
れ
て
い
る
三
角
コ
ー
ナ
ー
用
袋
は

生
ご
み
の
指
定
袋
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

毎年、好評を博している栗肥土販売

ま ち の ひ ろ ば◦◦◦

北海道に自生する植物・
野草花・ポストカード展
～飯塚修氏所蔵コレクション～
日程／ 4月1 日㈰～ 11 日㈬

てってって広場
～親子一緒に簡単な物作り～
日時／ 4月3 日㈫、17 日㈫ 10：30 ～
　3 日・・新聞あそび
  17 日・・こどもの日制作～ぷくぷく

こいのぼり

くりやま老舗まつり
「本格手打ちそばまつり会場」

日程／ 4月14 日㈯ ・15 日㈰
☆酒蔵まつり限定酒販売
☆北の錦試飲会・甘酒サービス
☆栗まんじゅう・きびだんごなどお土

産販売
☆きびだんごサンプルプレゼント（お

子様のみ）
☆みそおでん・やきとり・から揚げ・

ぎょうざなどなど

高野勝義氏
「美・くりやま紀行」写真展

～栗山とその周辺をとらえた彩り～
日程／ 4月12 日㈭ ～ 30 日㈪

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
4 月は 6日･20日・27日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

カイロ施術会
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　  10：00 ～ 17：00

4 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2012 栗山公園だより４月号　vol.49

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop
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【イベント案内】
10：00 ～

先着 200 人のお子さんに　『お菓
子』をプレゼント（お一人１個）

11：00 ～
先着 100 人の大人の方に　『ダ
リアの球根』をプレゼント（お
一人１球）

　インターネットを活用した買い物（ネットショッピング）により、お店
に行くことなく、家の中にいたままで商品を購入できるようになりました。
　しかし、便利な半面、商品が届かなかったり、購入した商品を返品しよ
うとしても、店と連絡がとれなかったりと問題が起きてしまうこともある
ようです。トラブルを未然に防ぐためにも、購入する前に次の点を確認し
ましょう。

ネットショッピングによる
トラブルを未然に防ぐ

栗山公園・

なかよし動物園オープン！

　このほかにも、ポニーやうさ
ぎにエサをやれる『パクパクタ
イム』などイベントを予定して
います。
　くわしくは、下記のホーム
ページをごらんください！

4月29 日（日） 10：00 ～

おもしろイベント企画中！

栗山公園がついにオープンします。オープンイベントをたくさん企画
しています。ぜひ来てくださいね。


